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より使いやすくなったＥＭ薬袋のリリースについて

記 

１．変更の経緯

２．仕様改善の内容

３． リリース手順

以上 

　平成23年10月1日より弊社薬袋の仕様を一部変更し、ご利用いただく薬局様や患者様にとって、よ

りやさしく、より使いやすい形状の薬袋を新たにリリースすることとなりましたので、下記のとおり

お知らせいたします。

　これまで採用していたスリットタイプの封入口は、フラット性が求められるプリンタ用薬袋の
仕様に適しており、ご利用いただく現場での安定稼動に貢献してまいりました。
　しかし、その反面で加工の特性上、開口部分を袋の最上部に設置できないことや開口範囲に制
限があること等により、ご利用いただくお客様や患者様から薬剤を出し入れする際の使いづらさ
をご指摘いただくことがございました。
　今回、製造工程上制約のあった様々な課題を加工方法や形状の工夫等により改善し、フラット
性を維持しつつも薬剤の出し入れがしやすい封入口への変更を実現しました。

　これまでの薬袋前面の一部にスリットが入った封入口から、薬袋の上部全体が開口する封入口
へと変更し、さらに開口部片側に半円状の加工を施し、より開けやすい形状へと変更しました。
　また開封時に指がかかる部分には丸みを帯びた加工を施し、角部分で指を傷付けることがない
よう配慮しております。（弊社では以前より薬袋の外形を角丸形状に加工し、見た目も使用感も
やさしい「Ｒ薬袋」も採用しております。）

　10月出荷分の薬袋から順次新しい仕様で対応してまいります。
　※既存製品の在庫状況により、サイズによって、導入時期が前後する場合がございますがご了承ください。

　弊社では今後もお客様にとって、よりご利用いただきやすい製品の提供を目指してまいります。


